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ヤクスギ年輪の酸素同位体比による過去 1500年間の夏季モンスーンの復元
Hydroclimate variations in southwestern Japan over the past 1500 years inferred from
oxygen isotope ratios in tree rings
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近年、日本を含むアジアの温暖・湿潤地において、樹木年輪セルロースの酸素同位体比が過去の降水量や相対湿度の
変動を精確に記録しているという知見が続々と報告されている。しかし、先行研究の大部分は、分析に多大な時間を要
するため、遡及期間が過去数百年にとどまっているのが現状である。そこで本研究では、屋久島産の長樹齢のスギ（以
下、ヤクスギ）を用いて、過去 1500年間にわたって年輪の酸素同位体比を測定し、夏季のモンスーンを 1年単位の解像
度で復元した。
本研究では、ヤクスギの現生木や土埋木から採取したコアや円盤サンプルを使用し、まず年輪幅の変動パターンを個

体間で比較することにより、年輪が形成された年代を決定した。次いで、14個体を選別して、個体毎に多数の年輪を含
む 1mm厚の薄板を調整し、化学処理によって薄板の形状を維持したままセルロースを抽出した。その後、顕微鏡下で 1
年輪毎に切り分け、TCEA-IRMSを用いて酸素同位体比を測定した。
酸素同位体比の変動は、個体間で良く同調しており、周辺の測候所データとの対比から、夏季の相対湿度を反映して

いることが明らかとなった。また、日本産のヒノキを用いた先行研究では、加齢に伴う酸素同位体比の長期減少トレン
ド（樹齢効果）が観察されており、長周期の変動成分を取得することが困難であったが、本研究で使用したスギには樹
齢効果が認められなかった。過去 1500年間にわたる酸素同位体比時系列の長周期変動に着目すると、中世温暖期は乾燥
し、小氷期は湿潤であったほか、20世紀に入ってからは乾燥化が進んでいることが明らかとなった。
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